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豊川市議会だより 平成16年11月15日  ② 

　
九
月
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件
は
、

次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
一
覧
表
の
と
お
り

で
す
。
○
の
中
の
数
字
は
議
案
番
号

で
す
。
そ
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

　
議
案
の
内
容
　
　
　
　
　 

■
補
正
予
算 

　
○60 
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

は
、
歳
入
歳
出
に
四
億
三
千
五
百
六

十
三
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
三
百
九
十
三
億
四
千
五
百
四
十

六
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
訳
は
、
万
博
関
連
事
業
費
、
キ

ュ
パ
ー
テ
ィ
ノ
市
へ
の
特
別
旅
費
等
、

国
際
交
流
協
会
補
助
金
と
し
て
二
百

九
万
五
千
円
、
前
年
度
の

繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
財

政
調
整
基
金
積
立
金
と
し

て
四
億
一
千
万
円
、
三
河

国
分
尼
寺
跡
整
備
及
び
三

明
寺
本
堂
保
存
修
理
事
業

と
し
て
四
百
十
五
万
三
千

円
を
追
加
す
る
な
ど
の
も

の
で
す
。 

■
決
算
の
認
定 

　
認
定
①
か
ら
認
定
⑭
ま

で
の
十
四
議
案
は
平
成
十

五
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
決

算
認
定
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

（
概
要
は
下
表
の
と
お
り
） 

■
条
例
の
一
部
改
正 

　
○68 
 

睦
美
、
千
両
、
穂
ノ
原
の
市
営

住
宅
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
広
場
を

ち
び
っ
子
広
場
と
し
て
位
置
づ
け
、

広
場
・
施
設
の
維
持
管
理
の
効
率
化

を
図
る
も
の
で
す
。 

■
契
約
案
件 

　
○69 
八
幡
住
宅
Ｂ
棟
整
備
工
事
の
う

ち
建
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
は
、

十
五
年
度
に
取
得
し
た
用
地
に
新
た

に
市
営
住
宅
一
棟
を
建
設
す
る
も
の

で
、
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

四
階
建
、
一
棟
二
十
戸
（
三
Ｄ
Ｋ
十

五
戸
、
二
Ｄ
Ｋ
五
戸
）
、
延
床
面
積

千
九
百
三
十
一
・
六
四
平
方
㍍
を
建

設
す
る
も
の
で
す
。 

　
○70 
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

取
得
は
、
本
署
、
西
分
署
、
一
宮
出

張
所
の
車
両
を
更
新
す
る
も
の
で
、

資
機
材
の
収
納
場
所
の
拡
張
や
搭
載

は
し
ご
の
昇
降
の
油
圧
自
動
化
な
ど
、

利
便
性
、
省
力
化
等
に
配
慮
し
た
車

両
三
台
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。 

■
報
告
案
件 

　
報
告
⑩
豊
川
市
開
発
ビ
ル
株
式
会

社
の
経
営
状
況
は
、
今
年
度
家
賃
の

一
部
や
共
益
費
が
税
込
み
で
あ
る
た

め
、
単
純
に
前
年
度
と
比
較
は
で
き

な
い
が
、
営
業
利
益
は
前
年
度
を
上

回
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

耐震改修工事が進む市役所本庁舎 耐震改修工事が進む市役所本庁舎 

豊川市議会第3回定例会（9月定例会）は、8月25日
から9月21日までの28日間にわたって開かれました。 
9月定例会では、市長から平成16年度一般会計補正
予算を始めとする11議案が提出されたほか認定14件、
報告3件、同意１件が提出されました。 
また、議員発議の議員派遣が１件提出されました。 
 

一 般 会 計  

歳 　 　 入  

平成15年度各会計決算の状況 

歳 　 　 出  

特 別 会 計  

企 業 会 計  

収入済額（万円） 

158億4,426.3 

11億4,834.8 

30億7,142.3 

11億6,855.9 

32億8,175.5 

15億5,882.1 

4億9,787.1 

13億4,878.5 

50億7,691.0 

27億5,947.1 

357億5,620.6

割合(%) 

44.3 

3.2 

8.6 

3.2 

9.2 

4.4 

1.4 

3.8 

14.2 

7.7 

100.0

支出済額（万円） 

43億3,963.2 

85億6,892.8 

32億5,946.9 

10億1,339.5 

64億7,959.6 

17億1,845.3 

36億4,073.5 

36億6,001.5 

12億4,432.8 

10億 474.5 

349億2,929.6

割合(%) 

12.4 

24.5 

9.3 

2.9 

18.6 

4.9 

10.4 

10.5 

3.6 

2.9 

100.0

予算額（万円） 

12億  806.7 

11億6,930.0 

37億9,267.0 

5,040.0 

5,690.0 

87億8,246.5 

85億6,275.3 

37億  258.1 

1億8,335.1 

4,170.0 

2億6,806.7

収入済額（万円） 

12億5,740.5 

11億7,144.5 

38億5,159.8 

6,088.0 

6,163.0 

90億7,569.3 

85億6,535.1 

35億7,464.9 

1億8,007.9 

4,841.4 

2億6,733.5

支出済額（万円） 

11億7,480.5 

11億2,028.0 

37億  419.6 

4,421.3 

5,489.4 

87億4,531.1 

85億5,631.3 

34億9,617.8 

1億7,324.4 

3,834.4 

2億5,794.9

収入済額（万円） 

23億8,321.9 

4億9,027.5 

91億7,010.9 

5億2,622.1

支出済額（万円） 

22億5,117.0 

10億4,655.3 

92億7,490.5 

10億7,624.8

項 目 別  

市 税  

地方消費税交付金 

地 方 交 付 税  

分担金及び負担金 

国 庫 支 出 金   

県 支 出 金   

繰 越 金  

諸 収 入  

市 債  

そ の 他  

合 計  

項 目 別  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

そ の 他  

合 計  

会 計 名  

豊川西部土地区画整理 

豊川駅東土地区画整理 

公 共 下 水 道  

農 業 集 落 排 水  

公 共 駐 車 場  

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

在 宅 介 護 支 援  

交 通 災 害 共 済  

土 地 取 得  

水 道 事 業  

 

病 院 事 業  

会 計 名  区 分  

収 益 的  

資 本 的  

収 益 的  

資 本 的  



豊川市議会だより 平成16年11月15日 ④ 

　
決
算
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
　 

＊
＊
認
定
①
＊
＊ 

【
質
疑
】
三
月
定
例
会
で
施
政
方
針

の
一
端
と
予
算
大
綱
を
示
し
、
総
合

計
画
に
基
づ
き
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
た
が
、
十
五
年
度
の
施
政
全
般

に
つ
い
て
の
認
識
は
。 

【
答
弁
】
市
制
施
行
六
十
周
年
の
年

で
あ
り
、
「
第
十
三
回
全
国
童
謡
・

唱
歌
サ
ミ
ッ
ト
・
イ
ン
・
と
よ
か
わ
」

を
始
め
と
す
る
記
念
事
業
の
開
催
で

市
民
の
み
な
ら
ず
全
国
か
ら
の
参
加

者
の
交
流
の
場
と
な
り
、
市
の
Ｐ
Ｒ

に
役
立
っ
た
。
ま
た
、
特
に
総
合
計

画
に
基
づ
く
次
代
を
担
う
施
策
と
し

て
の
子
育
て
支
援
、
防
災
対
策
、
健

全
な
行
財
政
運
営
に
着
実
な
成
果
を

上
げ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
広

域
行
政
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
合

併
は
不
調
と
な
っ
た
が
、
こ
の
地
域

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
努
力
が

必
要
と
考
え
る
。 

【
質
疑
】
さ
く
ら
ぎ
・
う
し
く
ぼ
児

童
館
で
は
多
く
の
利
用
者
が
あ
る
が
、

そ
の
利
用
形
態
は
。 

【
答
弁
】
主
な
利
用
形
態
と
し
て
は
、

午
前
中
が
保
育
園
等
の
入
園
前
の
乳

幼
児
と
母
親
、
午
後
は
学
校
終
了
後

の
小
学
生
の
利
用
が
多
い
。
ま
た
、

土
日
に
は
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。 

【
質
疑
】
災
害
用
備
蓄
品
の
充
足
率

と
目
標
達
成
年
度
は
。 

【
答
弁
】
乾
パ
ン
等
の
食
料
・
箸
・

コ
ッ
プ
な
ど
は
ほ
ぼ
百
㌫
、
ろ
水
機

五
十
四
・
五
㌫
、
懐
中
電
灯
三
十
三
・

三
㌫
、
避
難
所
用
仕
切
り
ボ
ー
ド
三

十
六
・
四
㌫
な
ど
で
あ
る
。
十
八
年

度
ま
で
に
百
㌫
の
充
足
率
を
目
指
す

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。 

＊
＊
認
定
②
＊
＊ 

【
質
疑
】
豊
川
西
部
土
地
区
画
整
理

事
業
の
保
留
地
予
定
地
処
分
予
約
金

に
つ
い
て
、
平
均
単
価
は
計
画
時
と

比
較
し
て
ど
う
か
。 

【
答
弁
】
計
画
で
は
坪
当
た
り
四
十

万
四
千
円
だ
が
、
十
五
年
度
一
般
入

札
で
行
っ
た
平
均
単
価
は
、
坪
当
た

り
二
十
九
万
四
千
円
で
あ
っ
た
。 

＊
＊
認
定
⑤
＊
＊ 

【
質
疑
】
正
岡
・
千
両
地
区
で
施
設

が
造
ら
れ
た
が
、
接
続
率
が
正
岡
で

九
十
一
・
七
㌫
、
千
両
で
七
十
五
・

一
五
㌫
と
千
両
で
は
低
い
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
の
原
因
は
。 

【
答
弁
】
千
両
地
区
に
お
い
て
は
、

供
用
開
始
か
ら
三
年
が
経
過
す
る
ま

で
に
九
十
㌫
と
設
定
し
て
い
る
た
め

で
あ
り
、
今
後
と
も
啓
発
に
努
め
る
。 

＊
＊
認
定
⑦
＊
＊ 

【
質
疑
】
国
保
料
の
納
付
方
法
で
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納
業
務
の
委
託
が

可
能
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。 

【
答
弁
】
法
令
等
の
改
正
に
よ
り
可

能
で
あ
る
が
、
金
融
機
関
で
納
付
し 

て
い
た
も
の
が
流
れ
る
可
能
性
と
確

実
な
口
座
振
替
の
推
進
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
税
の
担
当
課
と

も
相
談
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

　
討
　
論
　
　
　
　
　
　
　 

＊
＊
認
定
①
＊
＊ 

【
反
対
】
十
五
年
度
決
算
に
お
い
て

は
、
財
政
状
況
の
悪
化
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
区
画
整
理
事
業
を
中
心
に
建

設
事
業
費
の
過
大
が
財
政
圧
迫
の
最

大
原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
際
立
っ
た

民
間
活
用
推
進
へ
の
動
き
、
経
済
的

支
援
が
望
ま
れ
て
い
る
子
育
て
支
援

で
は
、
市
民
の
意
向
か
ら
逆
行
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
反
対
す
る
。 

【
賛
成
】
十
五
年
度
決
算
は
、
総
合

計
画
の
基
本
姿
勢
に
沿
っ
た
成
果
が

上
が
っ
て
お
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
を
政
策
の
柱
と
し
て
、

市
民
と
の
連
携
・
協
働
、
歩
い
て
楽

し
く
、
災
害
に
強
く
、
健
康
で
安
心
・

快
適
な
市
民
生
活
、
活
力
に
満
ち
た

地
域
社
会
の
実
現
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と

評
価
し
賛
成
す
る
。 

＊
＊
認
定
②
＊
＊ 

【
反
対
】
こ
の
事
業
に
お
け
る
保
留

地
予
定
地
処
分
予
約
金
で
は
、
計
画

段
階
よ
り
も
大
幅
に
下
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
期
間
延
長
も
念
頭
に
お
い
た

計
画
の
見
直
し
を
言
及
し
て
お
り
、

今
の
財
政
事
情
か
ら
過
大
な
事
業
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
反
対
す
る
。 

【
賛
成
】
七
年
度
に
事
業
着
手
さ
れ
、

順
次
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
、
一
部
整
備
さ
れ
た
場
所
で

は
、
十
五
年
度
末
ま
で
に
百
三
十
棟

の
住
宅
が
新
築
さ
れ
、
新
た
な
ま
ち

の
姿
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
当
事
業
の
目
的
で
あ
る
「
住
宅

地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
環
境

の
市
街
地
形
成
」
の
大
き
な
成
果
と

認
め
賛
成
す
る
。 

＊
＊
認
定
⑦
＊
＊ 

【
反
対
】
国
民
健
康
保
険
料
を
所
得

水
準
に
見
合
う
よ
う
、
市
独
自
の
減

免
制
度
を
充
実
さ
せ
て
き
た
が
、
十

五
年
度
も
減
免
制
度
の
縮
小
が
行
わ

れ
、
市
民
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
減
免
制
度
の
充

実
が
必
要
と
考
え
反
対
す
る
。 

【
賛
成
】
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
す
べ
て
が
納
得
す
る
保
険
料
の
設

定
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
基
本
と
な
る
相
互
扶
助
の

考
え
に
基
づ
き
、
低
所
得
者
に
配
慮

す
る
中
で
負
担
公
平
の
観
点
か
ら
応

分
の
負
担
を
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の
減
免
制
度

の
見
直
し
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し

賛
成
す
る
。 

 

9月定例会・議案審議の内容 
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決
算
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
　 

＊
＊
認
定
①
＊
＊ 

【
質
疑
】
三
月
定
例
会
で
施
政
方
針

の
一
端
と
予
算
大
綱
を
示
し
、
総
合

計
画
に
基
づ
き
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
た
が
、
十
五
年
度
の
施
政
全
般

に
つ
い
て
の
認
識
は
。 

【
答
弁
】
市
制
施
行
六
十
周
年
の
年

で
あ
り
、
「
第
十
三
回
全
国
童
謡
・

唱
歌
サ
ミ
ッ
ト
・
イ
ン
・
と
よ
か
わ
」

を
始
め
と
す
る
記
念
事
業
の
開
催
で

市
民
の
み
な
ら
ず
全
国
か
ら
の
参
加

者
の
交
流
の
場
と
な
り
、
市
の
Ｐ
Ｒ

に
役
立
っ
た
。
ま
た
、
特
に
総
合
計

画
に
基
づ
く
次
代
を
担
う
施
策
と
し

て
の
子
育
て
支
援
、
防
災
対
策
、
健

全
な
行
財
政
運
営
に
着
実
な
成
果
を

上
げ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
広

域
行
政
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
合

併
は
不
調
と
な
っ
た
が
、
こ
の
地
域

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
努
力
が

必
要
と
考
え
る
。 

【
質
疑
】
さ
く
ら
ぎ
・
う
し
く
ぼ
児

童
館
で
は
多
く
の
利
用
者
が
あ
る
が
、

そ
の
利
用
形
態
は
。 

【
答
弁
】
主
な
利
用
形
態
と
し
て
は
、

午
前
中
が
保
育
園
等
の
入
園
前
の
乳

幼
児
と
母
親
、
午
後
は
学
校
終
了
後

の
小
学
生
の
利
用
が
多
い
。
ま
た
、

土
日
に
は
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。 

【
質
疑
】
災
害
用
備
蓄
品
の
充
足
率

と
目
標
達
成
年
度
は
。 

【
答
弁
】
乾
パ
ン
等
の
食
料
・
箸
・

コ
ッ
プ
な
ど
は
ほ
ぼ
百
㌫
、
ろ
水
機

五
十
四
・
五
㌫
、
懐
中
電
灯
三
十
三
・

三
㌫
、
避
難
所
用
仕
切
り
ボ
ー
ド
三

十
六
・
四
㌫
な
ど
で
あ
る
。
十
八
年

度
ま
で
に
百
㌫
の
充
足
率
を
目
指
す

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。 

＊
＊
認
定
②
＊
＊ 

【
質
疑
】
豊
川
西
部
土
地
区
画
整
理

事
業
の
保
留
地
予
定
地
処
分
予
約
金

に
つ
い
て
、
平
均
単
価
は
計
画
時
と

比
較
し
て
ど
う
か
。 

【
答
弁
】
計
画
で
は
坪
当
た
り
四
十

万
四
千
円
だ
が
、
十
五
年
度
一
般
入

札
で
行
っ
た
平
均
単
価
は
、
坪
当
た

り
二
十
九
万
四
千
円
で
あ
っ
た
。 

＊
＊
認
定
⑤
＊
＊ 

【
質
疑
】
正
岡
・
千
両
地
区
で
施
設

が
造
ら
れ
た
が
、
接
続
率
が
正
岡
で

九
十
一
・
七
㌫
、
千
両
で
七
十
五
・

一
五
㌫
と
千
両
で
は
低
い
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
の
原
因
は
。 

【
答
弁
】
千
両
地
区
に
お
い
て
は
、

供
用
開
始
か
ら
三
年
が
経
過
す
る
ま

で
に
九
十
㌫
と
設
定
し
て
い
る
た
め

で
あ
り
、
今
後
と
も
啓
発
に
努
め
る
。 

＊
＊
認
定
⑦
＊
＊ 

【
質
疑
】
国
保
料
の
納
付
方
法
で
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納
業
務
の
委
託
が

可
能
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。 

【
答
弁
】
法
令
等
の
改
正
に
よ
り
可

能
で
あ
る
が
、
金
融
機
関
で
納
付
し 

て
い
た
も
の
が
流
れ
る
可
能
性
と
確

実
な
口
座
振
替
の
推
進
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
税
の
担
当
課
と

も
相
談
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

　
討
　
論
　
　
　
　
　
　
　 

＊
＊
認
定
①
＊
＊ 

【
反
対
】
十
五
年
度
決
算
に
お
い
て

は
、
財
政
状
況
の
悪
化
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
区
画
整
理
事
業
を
中
心
に
建

設
事
業
費
の
過
大
が
財
政
圧
迫
の
最

大
原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
際
立
っ
た

民
間
活
用
推
進
へ
の
動
き
、
経
済
的

支
援
が
望
ま
れ
て
い
る
子
育
て
支
援

で
は
、
市
民
の
意
向
か
ら
逆
行
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
反
対
す
る
。 

【
賛
成
】
十
五
年
度
決
算
は
、
総
合

計
画
の
基
本
姿
勢
に
沿
っ
た
成
果
が

上
が
っ
て
お
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
を
政
策
の
柱
と
し
て
、

市
民
と
の
連
携
・
協
働
、
歩
い
て
楽

し
く
、
災
害
に
強
く
、
健
康
で
安
心
・

快
適
な
市
民
生
活
、
活
力
に
満
ち
た

地
域
社
会
の
実
現
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と

評
価
し
賛
成
す
る
。 

＊
＊
認
定
②
＊
＊ 

【
反
対
】
こ
の
事
業
に
お
け
る
保
留

地
予
定
地
処
分
予
約
金
で
は
、
計
画

段
階
よ
り
も
大
幅
に
下
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
期
間
延
長
も
念
頭
に
お
い
た

計
画
の
見
直
し
を
言
及
し
て
お
り
、

今
の
財
政
事
情
か
ら
過
大
な
事
業
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
反
対
す
る
。 

【
賛
成
】
七
年
度
に
事
業
着
手
さ
れ
、

順
次
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
、
一
部
整
備
さ
れ
た
場
所
で

は
、
十
五
年
度
末
ま
で
に
百
三
十
棟

の
住
宅
が
新
築
さ
れ
、
新
た
な
ま
ち

の
姿
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
当
事
業
の
目
的
で
あ
る
「
住
宅

地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
環
境

の
市
街
地
形
成
」
の
大
き
な
成
果
と

認
め
賛
成
す
る
。 

＊
＊
認
定
⑦
＊
＊ 

【
反
対
】
国
民
健
康
保
険
料
を
所
得

水
準
に
見
合
う
よ
う
、
市
独
自
の
減

免
制
度
を
充
実
さ
せ
て
き
た
が
、
十

五
年
度
も
減
免
制
度
の
縮
小
が
行
わ

れ
、
市
民
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
減
免
制
度
の
充

実
が
必
要
と
考
え
反
対
す
る
。 

【
賛
成
】
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
す
べ
て
が
納
得
す
る
保
険
料
の
設

定
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
基
本
と
な
る
相
互
扶
助
の

考
え
に
基
づ
き
、
低
所
得
者
に
配
慮

す
る
中
で
負
担
公
平
の
観
点
か
ら
応

分
の
負
担
を
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の
減
免
制
度

の
見
直
し
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し

賛
成
す
る
。 
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